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ギガファーム株式会社

山崎 隆行

次世代無線システムを
小型化するJESD204B 

コンバータボード
開発における7つのポイント
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ギガファーム社 紹介

► 事業所在地 東京都町田市

► 先端産業分野の開発メーカと、

ギガHz/ギガbpsの高速伝送技術製品を開発する企業

► JESD204B高周波ボード開発。JESD204Bコンサルティング
 JESD204Bセミナ開催 2016･6月、7月 20名受講

 【パートナー】展示

 キーサイト・テクノロジー社

 シノプシス社

JESD204Bボード

計測 12.5Gbps
EYEパターン

開発相談回路設計 FPGA

東京都町田市

基板の分析
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JESD204B基板

基板設計

シミュレーション
EYEパターン

XPEDITIONDX-DESIGNER XILINX、ALTERA

BD,AllegroAltium、ORCAD JESD204B IP ボード開発、FPGA
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セミナ内容

 次世代の無線通信機器の開発課題

 システムボードの超小型化MIMOボード
 低消費電力化

 高集積システム

 本セッション：JESD204Bの開発者を対象
 JESD204Bコンバータ搭載信号処理ボード開発を事例として、
 特に注意すべき７つのポイントを説明します。
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はじめに（試作開発工程）

► JESD204B 試作開発工程とポイント
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CORE電源
0.9V±3%、
PLL電源ノイ
ズ20mV未満

JESD204B

最大12.5Gbps/

計測方法

BERTテストの方法

FPGAデザイン生成

制御系デザイン生成

FPGAデザイン生成

JESD204B

パラメータ

コンバータの
使用方法

シミュレーション

お客様の仕様
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本セッションの7つのポイント

► １、試作前準備と評価ボードでの確認

► ２、A/Dコンバータ入力のADS解析

► ３、ADCとDACの制御と伝送路解析

► ４、同期CLKとコンバータ設定

► ５、JESD204Bボード基板の開発

► ６、FPGA生成とJESD204Bデザインデバッグ

► ７、合成ツールの活用による性能向上の検討

5
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試作前準備と評価ボードでの確認
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► システム仕様の決定：何Gspsのコンバータを採用するか？
 最初にJESD204B仕様から考えます。

 ※FPGAは後！

サンプリング ClockAIN1

AIN2
入力

AD9680 14bit 1Gsps JESD204B ADC 

1GHz

AD9680 Kintex
UltraScale

オンボード
クロック

AD9523-1

サンプリングクロック
1GHz

Analog IN1

Analog IN2

・
・
・

トランシーバ数 データレート
下位 4-16ch 6.6Gb/s (GTP)
中間 8-32ch 12.5Gb/s (GTX)
上位 28-96ch 13.1Gb/s (GTH)

AD9680
Data Rate per Channe
Min typ MAX
3.125G 10G 12.5G

 次にレーン数を考えます。

 14bitのコンバータは制御信号2bitと
 8B10Bにより20bitで転送します。
 1Gspsx20bit＝20Gbps

問題：JESD204Bは最大12.5Gbps。上の図は【 】レーン必要ですか？

► 1個のA/Dを接続す
るためにFPGAは
何レーン必要？
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試作前準備と評価ボードでの確認
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► 【準備１】評価ボードを入手してください。

 対象A/D、D/Aの制御と性能を確認する。

► 【入手情報】JESD204Bデザイン、CLK同期回路
接続ピン情報、電源回路、ボード情報

プログラム

FPGA

Xilinx FPGAボード

AD-FMC-DAQ2-EBZ

リファレンスデザイン環境

AD9680 Dual 14-Bit, 1.0 GSPS, A/D Converter

JESD204B (subclass 1) 8-lane coded serial digital outputs
SFDR 77 dBc at 500 MHz Ain, 1 GSPS
ENOBs = 10.9 bits
2 GHz of usable analog input full-power bandwidth
Two integrated DDCs per channel

AD9144 Quad 16-Bit, 2.8 GSPS Transmit D/A Converter

JESD204B (subclass 1) coded serial digital outputs
Supports complex signal bandwidths up to 800 MHz
6-carrier GSM IMD=75 dBc at 75 MHz IF
SFDR = 85 dBc (BW=300 MHz) at DC IF
Selectable 2x, 4x, 8x interpolation filters

► 設定

► ※参考

► リファレンスなしで立ち上げるのはとても困難です。一気に作らないでください。
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試作前準備と評価ボードでの確認

► Wikiにあるリファレンスデザインをダウンロード。
 https://wiki.analog.com/resources/eval/user-guides/ad-fmcdaq2-ebz/quickstart/microblaze
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このデザインを利用

コンバータの動作
性能を確認できる。

https://wiki.analog.com/resources/eval/user-guides/ad-fmcdaq2-ebz/quickstart/microblaze
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試作前準備と評価ボードでの確認

計測環境を準備することも忘れない

特にギガHzのサンプリングCLKの入力方法
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計測器

FMC

Connector

Sample Clock

Analog Input 

Reference Clock

12V

PC

Oscilloscope

Probing

安定化電源
・E3646A DC電源

2出力GPIB付

Analog Input B

FMC-SMA Gigaconnect

JESD204B

N5173B 

N5173B 

M8190A

DSAX92504A

12.5Gbps
E5071C

FPGA Board

ADC Board
AD9680EBZ

TEST

Coupon

後程展示デモをご覧ください。
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【ポイント1】試作前準備と評価ボードでの確認

► JESD204B開発の初めの一歩
► サンプリングしたアナログ信号入力データをPCで確認
► 4つのプロットモードでの表示

 time domain,frequency domain, constellation and cross-correlation. The application 

► 評価ボードの設定ができる。

► レジスタ制御

► 保存形式

 Agilent VSA .csv .mat .png

 日本語手順書：ギガファームセミナー配布
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ADC入力 信号発生器（QPSK） IQ

DAC出力SIN波 40MHz

PC設定した周波数を
DAC-アナログ出力
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アジェンダ

► POINT１ 試作前準備と評価ボードでの確認

► POINT２ A/Dコンバータ入力のADS解析

► POINT３ ADCとDACの制御と伝送路解析

► POINT４ 同期CLKとコンバータ設定

► POINT５ JESD204Bボード基板の開発

► POINT６ FPGA生成とJESD204Bデザインデバッグ

► POINT７ 合成ツールの活用による性能向上の検討

11



Gigafirm consulting Proprietary Information ©

【ポイント２】A/Dコンバータ入力のADS解析

► 無線機小型化要求：AFE【アナログフロントエンド】の一部を
A/D,D/A デジタル部の開発に取り込みが必要。

► 性能を出すためには、インピーダンスマッチングが必要。

► AFE-A/D間をLCの多段フィルタを構成必要がある。→ ADS解析

12

► 25Ω ► 200Ω
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【ポイント２】A/Dコンバータ入力のADS解析

ADL5202を参考としたADS解析。
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► 伝達関数

Advanced Design 

System (ADS)

解析ツール

► ５次差動バターワース・フィルタ
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【ポイント２】A/Dコンバータ入力のADS解析

AD9680と、AD5202のSパラを使ってマッチングの解析を行った。
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バンドパス・アンチエイリアシング・フィルタ付高IF 75MHz帯域、
14bit,1GSPSレシーバ・フロントエンド
SパラはADL5202は20dBゲインのPMタイプ、AD9680は400オームの入力Vcmはデータシートにあった2.05Vです。
ADL5202のSパラは3GHzまで 解析は3GH

パラメータ変更できる

サンプル回路を作りました。

ダウンロードできます。
► 伝達関数

Gigafirm consulting Proprietary Information ©
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【ポイント２】A/Dコンバータ入力のADS解析

AD9680と、VGA AD5202のSパラを使って各ゲイン毎の解析

AD9680と、VGA AD8366のSパラを使って各ゲイン毎の解析
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► ADL5202 Sパラ ► AD9680 Sパラ

► AD側GAIN

► 入力GAIN

► AD側GAIN

► VGA GAIN
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【ポイント２】A/Dコンバータ入力のADS解析

ADSの標準インピーダンスマッチング検証ツールによる解析。
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回路図

マッチング回路が自動生成されます。

試してみてください。
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アジェンダ

► POINT１ 試作前準備と評価ボードでの確認

► POINT２ A/Dコンバータ入力のADS解析

► POINT３ ADCとDACの制御と伝送路解析

► POINT４ 同期CLKとコンバータ設定

► POINT５ JESD204Bボード基板の開発

► POINT６ FPGA生成とJESD204Bデザインデバッグ

► POINT７ 合成ツールの活用による性能向上の検討
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ADCとDACの制御と伝送路解析

► A/D-FPGA-D/A接続 【展示：無線デモシステム】
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ADC
#1

FPGA

ADC
#2

DAC
#1

DAC
#2

送信 受信 送信 受信

トランシーバ数 データレート
下位 4-16ch 6.6Gb/s (GTP)
中間 8-32ch 12.5Gb/s (GTX)
上位 28-96ch 13.1Gb/s (GTH)

JESD204B最大レート
（ Gbps）

AD9680
Data Rate per Channe
Min typ MAX

3.125G 10G 12.5G

AD9144
Data Rate per Channe

Min MAX
1.44G 10.6G

JESD204B 10.6G２入
力

４入
力

CLK CLKREFCLK

TX TXRX RX

この例では、REFCLKの周波数はサンプリングクロックの1/4を入力。
問題：AD9680 1GSPS使用時のFPGA REFCLKは、【 】MHzです。
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ADCとDACの制御と伝送路解析

► SYNC信号
 SYNC信号はコンバータとFPGA間でハンドシェイクする信号です。
 SYNC信号はJESD204B受信側が出力します。

► SPI制御（JESD204B パラメータ）

 従来のコンバータと同様に内部を設定します。

 JESD204Bの場合、JESD204Bパラメータを設定します。
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AD9680

Analog IN1

Analog IN2

Ch1(2Lane)

Ch2(2Lane)

Kintex
UltraScale

ト
ラ
ン
シ
ー
バ

10Gbps@Lane

JESD204B
IP

レジスタレジスタ

JESD204B
パラメータ

コンバータとFPGAに対して同じルールを設定
※間違えると接続されないトラブルが発生

AD9680

Analog IN1

Analog IN2

Ch1(2Lane)

Ch2(2Lane)

Kintex
UltraScale

ト
ラ
ン
シ
ー
バ

10Gbps@Lane

JESD204B
IP

レジスタレジスタ

SYNC
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ADCとDACの制御と伝送路解析

► ADC,DAC制御の流れ

20

Clock

FPGA
①SPIでClock設定

③SPIでADC設定

④CGS(同期パターン)出力

②Sampling Clock 
±出力

②REFCLK ±出
力

⑤SYNC(L→H)

⑥シリアル化されたADC データアナログ信号

②ADC SYSREF±出力

②FPGA SYSREF±出
力

高速シリアル クロック 制御線

A/D

JESD
204B

8B/10B

Serializer

ADC

De-
Serializer

JESD
 204B IP

8B/10B

Debug
Core

(RAM) JTAG

REFCLK

REFCLK
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ADCとDACの制御と伝送路解析

► SYNC信号が’L’の期間はJESD204B送信側がCGS(Code Group 
Synchronization)パターンを出力します。

► (値BCでKキャラクタフラグが’H’)

► SYNC信号が’H’になるとJESD204B送信側はILAS、データの出力を開始
します。
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SYNC

ILAS

JESD204Bパラメータの確認 サンプリング
データ

タイミング波形は、FPGA開発ツールのロジックアナライザで確認できます。
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ADCとDACの制御と伝送路解析

► 伝送線路の解析 最大12.5 Gbps高速データレート

 伝送線路設計
 特性インピーダンス、ロス、ビア

 クロストーク

 ジッタ、BER評価
 回路図解析IBIS-AMI
 基板解析 電磁界解析
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Pass
Fail

SDD21（Insertion Loss）

Sパラメータ
評価

アイパターン
＆

BER

Rx端マスク

※キーサイト・テクノロジーより提供
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【ポイント３】 ADCとDACの制御と伝送路解析

► IBIS-AMI解析：コンバータとFPGAのIBIS-AMIモデルを使用。
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基板＋部品＋コネクタのＳパラを追加したアイパターン

電磁界解析後アイパターン
AD9144EBZ Board
JESD204B L1 LAYOUT

電磁界解析でSパラ解析
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【ポイント３】 ADCとDACの制御と伝送路解析

AD9680評価ボード シミュレーションと解析の比較

ADS Simulation EYE & Line rate 

► Bit rate=6Gbps    Bit rate=10Gbps   Bit rate=12.5Gbps

24
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アジェンダ

► POINT１ 試作前準備と評価ボードでの確認

► POINT２ A/Dコンバータ入力のADS解析

► POINT３ ADCとDACの制御と伝送路解析

► POINT４ 同期CLKとコンバータ設定

► POINT５ JESD204Bボード基板の開発

► POINT６ FPGA生成とJESD204Bデザインデバッグ

► POINT７ 合成ツールの活用による性能向上の検討
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同期CLKとコンバータ設定

► 同期CLK,SYSREF接続とコンバータの設定ポイント

► 「複数のADCを同期して取り込みたい」

► 複数のコンバータを同期させるために

1. クロックの源信は1つ
2. サンプリングクロックを等長で配線

3. JESD204B受信デバイスから出力されるSYNC信号を等長
4. SYSREFを等長
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ADC ADC ADC ADC

OSC Clock
生成

②サンプリングクロック

JESD204BのLane

サンプリングクロック

JESD204B受信デバイスからのSYNC信号

SYSREFクロック

③
S
Y
N

C

③SYNC

④SYSREF

➀

③
S
Y
N

C

③
S
Y
N

C

④SYSREF

REFCLK

FPGA

FPGA

ADC ADC ADC ADC

JESD204BのLane
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同期CLKとコンバータ設定

► SYSREF信号（LVDS）
 JESD204B Subclass1で必要になります。
 複数デバイスの同期を行うために使用します。

 SYSREF信号を周期性にする場合、周波数をどのように設定すれば良いか？
► AD9144のデータシート参照。

► SYSREF＝1GHz/32マルチフレームx１サンプル数（データシート値）
＝31.25MHz

► 周波数と、K(16,32)が変わる。Sは１（データシート値）

► 問題 2.5GHz、32マルチフレーム同期システムでのSYSREF値【 】MHz

27
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【ポイント４】同期CLKとコンバータ設定

► 複数コンバータの同期のためにJESD204BのSubclass1設定例

► JESD204Bパラメータ【展示無線システム デモ設定】

 パラメータM(コンバータ数) ：1コンバータ
 パラメータL(Lane数) ：2Lane
 パラメータF(フレーム構成) ：1 Octet/Frame
 パラメータK(マルチフレーム構成) ：32 Frame/Multiframe
 パラメータN(分解能) ：14bit
 パラメータCS(コントロールbit/sample) ：2bit
 パラメータN’(サンプルあたりのbit数) ：16bit

28

単体システムも同期システムもパラメータの考え方は同じ
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アジェンダ

► POINT１ 試作前準備と評価ボードでの確認

► POINT２ A/Dコンバータ入力のADS解析

► POINT３ ADCとDACの制御と伝送路解析

► POINT４ 同期CLKとコンバータ設定

► POINT５ JESD204Bボード基板の開発

► POINT６ FPGA生成とJESD204Bデザインデバッグ

► POINT７ 合成ツールの活用による性能向上の検討
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JESD204Bボード基板の開発

► 失敗すると作り直し ボード開発の設計ポイント

30

 回路設計の失敗は、

 費用、期間ダメージが大きい。

 JESD204Bコンバータ回路の注意点
 トランシーバ P/N、チャンネル入替
◦ CLK回路 REFCLK、サンプリングCLK、SYSREF
◦ 電源回路 電源仕様 厳しい

◦ FMCコネクタ ピンアサイン、仕様の理解

◦ SPI回路 制御方式、FPGA/マイコン

評価ボードを分析◎

ADC
DAC

トランシー
バ

コネク
タ

FPGA
トランシーバ

電源

SPI

CLK
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JESD204Bボード基板の開発

► 失敗すると作り直し ボード開発の設計ポイント

► JESD204B 高速シリアル配線（最大12.5Gb/s）
 トランシーバ 配線パターン

 等長配線

 基板材質

 電源

► 【情報】 評価ボード入手

 動作条件（機材、計測器、CLK、FPGA）
 Material MCL-HE-679G  DK 3.8  DF 0.011
 層構成、基板情報
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JESD204B 12.5Gbpsパターン

AD9680EBZ Board JESD204B L1/L2 LAYOUT

AD9144EBZ Board JESD204B L1/L2 LAYOUT
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【ポイント５】JESD204Bボード基板の開発

► 【分析】 JESD204B 評価ボード。。。PCBレイアウトから読み取る。

► １、｜Z｜制御配線。L2層でL1層をインピーダンスコントロール

► ２、等長配線（誤差0.1mm）、クロストーク影響ない配線ギャップ

► ３、ACカップリングコンデンサ位置

► ４、コネクタ部は差動両サイドGND VIAを装備。。。インピーダンス制
御を崩さない。

► 【配線注意】ゆるやかな円弧やＳ字配線、ミアンダや直角髷禁止

できるだけ最短。デジタルでは最優先。
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AD9680EBZ Board JESD204B L1/L2 LAYOUT

１

2

3 4 L0.25,S0.37 mm
1,63.7,63.8
2,63.0, ,63.0
3,61.5, 61.5
4,64.4, 64.4
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アジェンダ

► POINT１ 試作前準備と評価ボードでの確認

► POINT２ A/Dコンバータ入力のADS解析

► POINT３ ADCとDACの制御と伝送路解析

► POINT４ 同期CLKとコンバータ設定

► POINT５ JESD204Bボード基板の開発

► POINT６ FPGA生成とJESD204Bデザインデバッグ

► POINT７ 合成ツールの活用による性能向上の検討
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FPGA生成とJESD204Bデザインデバッグ

► 次世代無線システム向けJESD204Bデモの仕様

► 14ビット1GSPS ADC AD9680と、クワッド、16ビット、2.8GSPS
TxDAC+ AD9144を採用した、無線システム信号計測デモをご覧ください。

34

HAPS-DX7 + AD9680-EBZ Kintex® UltraScale TM FPGA+ AD9144-EBZ

機器Aから、機器Bへ

アンテナ受信部 → JESD204B → PCIE → JESD204B → アンテナ送信部

受信 送信

信号処理部

受信側構成：Xilinx社 Virtex®-7とADC
ADC基板：AD9680(14bit/1Gsps)
ADCサンプリングクロックは1GHz
アナログチャネル数はADC1ch

送信側構成：Xilinx社 Kintex® UltraScale TMとDAC
DAC基板：AD9144(16bit/2.8Gsps)
DACのサンプリングクロックは1GHz
アナログチャネル数はDAC 1ch
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FPGA生成とJESD204Bデザインデバッグ

► 次世代無線システム向けJESD204Bデモの仕様

AD9680
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SPI_IF
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SG
1GHz

アナログ
信号入力

アナログ
信号出力

FPGA(DAC I/F)

機器AはAD9680 アナログ信号を
JESD204Bにて、信号処理部へ伝送。
CPRI上位通信を行う機器Bに変調信号
をPCIEで送信。

機器Bは、PCIE受信-JESD204B変換を行い、
TxDAC AD9144Cから変調信号をアンテナ側へ
出力する信号を計測器で計測。

35

► 機器A

► 機器B
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FPGA生成とJESD204Bデザインデバッグ

► FPGAの設定手順１(IPの設定と生成)

36

①Vivado プロジェク
ト

②IP Catalog

③Lane設定

④JESD204Bパラメータ設定

⑤Lane速度とREFCLK設
定
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FPGA生成とJESD204Bデザインデバッグ

► JESD204B IPとJESD204B PHYの接続（内部構成）

37

JESD204B PHY

JESD204B IP
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FPGA生成とJESD204Bデザインデバッグ

► FPGAの設定手順２(Example Design生成)
 初めてJESD204BをFPGAで生成する方にお勧め
 JESD204B IPとPHY I/Fを接続したRTLを出力
 RTLシミュレーション用テストベンチを生成
 Example Designを使って合成・配置配線を行うことが可能

38

Example Designに必要な
ものがそろっている

JESD204B IP

JESD204B PHY
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FPGA生成とJESD204Bデザインデバッグ

► FPGAの設定手順3(Example DesignのRTL Simulation)
 JESD204B IPの動作をRTL Simulationで確認。

► REFCLKの周波数、SYNCとILASの関係を確認

39

REFCLK

JESD204B 同期
シーケンス

ILAS
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FPGA生成とJESD204Bデザインデバッグ

► FPGAの設定手順4(SPI設定)
 Example Designの動作を確認することができました。
 Example Designだけでは動作しません。
 コンバータに対してSPI設定を行うモジュールを追加します。

 コンバータに対してSPI設定を間違えると、SYNCが’L’のままでデータ転送がで
きません

40

SPI設定モジュール
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【ポイント６】FPGAの設定手順5(デバッグ機能の追加)

► FPGAの設定手順5(デバッグ機能の追加)
 デバッグを行うためにFPGA内部にロジックアナライザ機能を追加します。
 観測するポイントは

 JESD204B IPとUser回路間の信号
 JESD204B PHYとJESD204B IP間の信号
 SYNC信号

41

JESD204B IP

JESD204B PHY
Vivado Logic Analyzer
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アジェンダ

► POINT１ 試作前準備と評価ボードでの確認

► POINT２ A/Dコンバータ入力のADS解析

► POINT３ ADCとDACの制御と伝送路解析

► POINT４ 同期CLKとコンバータ設定

► POINT５ JESD204Bボード基板の開発

► POINT６ FPGA生成とJESD204Bデザインデバッグ

► POINT７ 合成ツールの活用による性能向上の検討

42
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合成ツールの活用による性能向上の検討

► タイミングやFPGAのリソースに問題がある場合に、標準の合成ツール以
外を利用する場合があります。シノプシスの論理合成ツールを使用し、
タイミング・使用率の低減を試みます。

► 評価した合成ツール：シノプシス社 HAPS ProtoCompiler

43

RTLソース
RTLファイルリスト

受信部 HAPS-DXボード
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合成ツールの活用による性能向上の検討

【FPGAベンダー・ツール付属の合成ツールでコンパイルでの問題】

► FPGA内部動作周波数500MHzの制約を与えて合成

44

500MHzの制約に対して

最大動作周波数は326.7MHz

タイミングエラーが発生

設計通りに動作しない
可能性がある！！



Gigafirm consulting Proprietary Information ©

【ポイント７】合成ツールの活用による性能向上の検討

► FPGAベンダー・ツールとSynopsys無線機向け合成ツールの比較
 FPGAベンダーの合成ツールにおける最大動作周波数

 Synopsys無線機向け合成ツールにおける最大動作周波数

45

最大動作周波数=348.3[MHz]

最大動作周波数=391.7 [MHz] 速度アップした！
タイミングの改善が見込まれる

制約を変更

FPGAのグレードを変える、処理の方法を変える。

このような問題も起こりますので、覚えておいてください。
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まとめ

46

 次世代の無線通信機器の開発課題

 システムボードの超小型化 MIMOボード
 低消費電力化を実現

 高集積システム

 実現方法

 広帯域をカバーするギガサンプリングコンバータ採用

 トランシーバ内蔵のJESD204B製品による構成
 AFE+MIXER+LOCAL+信号処理部
 JESD204Bコンバータ対応の電源回路
 新型FPGAの採用による低消費電力化
 ビルドアップ基板による高集積基板設計

 紹介技術ポイントの実施

► FPGA

► AD/DA

► AD/DA

► #1

► #8
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まとめ JESD204B開発 ポイント一覧

番号 作業項目 アクション 準備 ポイント

1 システム仕様 仕様検討、コンサル 予算 ◎コンサル情報（早い）

2 評価ボードの購入
リファレンスデザイン

ボード動作の検証

ADIボード購入
A/D、D/A、同期CLK、
FPGA、評価系整備

◎A/D,D/Aの性能評価
◎JESD204Bデザイン
◎CLK構成

3 評価ボード分析
基板データの分析

回路部品の分析
ADI WIKIサイト情報 ◎配線仕様、基板材料

◎LDO、シンセサイザ

4 回路設計、解析 データシート ADI WEB Sパラ入手 ◎AFEシミュレーション

5 ボード設計、解析 評価ボードデータ WIKI情報、IBIS-AMI 入手 ◎伝送線路シミュレーション

6 FPGA設計、IPコア システム仕様への変更
IPコア購入
開発ライセンス

X一ケ月期限の評価版ではNG
◎権利購入必要

7 デバッグ、評価
ロジックアナライザ

BERT,EYE SCAN デザインを作成
X 急に作れない。
◎評価ボードから初めておく

8 システム試験

CLK、信号発生器
EYEパターン

コンバータの動作

信号発生器の準備

送信、受信信号計測の準備

最終FPGAデザイン
制御プログラム

Xテストが後からできない。
◎計測できるように設計

◎ADI IIOオシロ便利

47
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セミナー特典とアンケートのお願い

► １、キーサイトJESD登録サイト紹介
► http://www.keysight.co.jp/find/jesd

 JESD204B技術情報サービス
 最新JESDアップデート

 JESD204B計測ガイド.PDF
 セミナー情報。。。。。。メール登録でご案内いたします。

► ２、JESD204B解析データ（名刺交換でダウンロード連絡）

 アナログフロントエンド解析デザイン

 JESD204B IBIS-AMIテンプレートデザイン
 すぐに始められるチュートリアル

► （本日受けて頂いた基調講演・セッションの中で、さらに詳しく内容を聞きたいものはありますか？）

► ３、アンケートのコメント欄にコメントもいただけますと助かります。
 【ADSデータ希望】、【登録希望】等もお願いします。

JESD204B技術情報
提供のご案内

48

http://www.keysight.co.jp/find/jesd
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►Thank you

► Contact US

► info@gigafirm.com

► http://www.gigafirm.com/home

mailto:info@gigafirm.com
http://www.gigafirm.com/home

